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一.序論
文字の形は様々である。中には、漢字[亀]の様にいつまで経つでもなかなか覚えられ
ないものもあれば、ラテン文字[I ]やハングル r-]の様に一度見ただけで間違えない
ものもある。他方、或る種の字形はいろんな文字に分布している。(勿論、 [0]や[ロ]
もそうだが)例えば、[し]はラテン文字やハングルやタミール文字に、 [r]はギリシャ
文字やキリール文字に、 [l]はハングルやヘブライ文字に、また[.J]はリス“格程式"
文字にあるという具合である。ところで、この互いによく似た四つの字形は非常に単純に
も拘らず、大抵の文字ではーっかせいぜい二つの形を採用しているに過ぎない ω. 何故
だろうか。(以下、 ・・文字は省略する。)
類似の現象は他にも見られる。暫く思いつくままに、文字対を挙げてみよう.例えば、
①(ラテン，ギリシャ)[N]ー [H](キリール) ②(ラテン)[E]ー [ヨ](カタカナ)
③(ラテン)[V]一[八](ギリシャ) ④(ラテン)[R]ー [只](キリー ル)
⑤(ラテン，ギリシャ，キリール)[H]ー [工](漢字，カタカナ)
⑤(ラテン，ギリシャ)[M]一[I:](ギリシャ)
⑦(平仮名)[し]一[J](アラビア)(2) ③(ギリシャ)[Q]ー [ひ](平仮名)
③(ラテン)[h]一[吋](キリール)一[ユ](カタカナ，ヘブライ)(3) 
⑩(カタカナ)[ヒ]ー [万](漢字)ー [よJ](ヘブライ)ー [F](ラテン)
(表1)
勿論、類例はこれに限らないが、中には単純な字形だから(偶然なのだ)と簡単に片付
けられないものもある。だが、それ以上に重要なのは(簡単な操作で字数を増やすことが
できて、便利川なのにも拘らず)対の字形を共に採用している文字が殆ど見られないこと
である。思うに、多分、(暖昧で無意識的な部分はあるにせよ)両者を同じ範爵の字形と観
る意識が働いているためであろう。平たく言えば、類似の字形は避けるということだが、
所謂「弁別符号j による類似とは趣を異にする。なぜなら、〈平仮名で[ひ]から[ぴ]や
[ぴ]を造る類の)弁別符号は(例えば、ラテン系文字圏といった様な同じ文字圏内の)
各種の語文で、文字数を増やす場合に積極的に使われるのが常だからであるく付表2>。
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そこで、本論では以下に述べる「字形の型Jという幾何学的な観点を導入して、今述べ
た事柄の背景にある事情を探ってみようと思う。
二.字形の型分類と判別法
始めに、型の一覧表く表2>を示す。部分的にはく表1>の説明も兼ねている。
文字 型 1 : 2 : 3 : 4 ; 5 : 6 : 7 : 8 
Eヨ B~8~ 白川 1 1 1 214 1 3 し上下対称文字 (4形)
A E A;vj:〈;2jlj3j4 I .左右対称文字 (4形)
E王 田 H.j 11工j3 j 1 ~ 1 j 3 j 3 il. 上下左右対称文字 ( 2形)
N N N j u zj3;レ115 i S 1 7 N. 点対称文字 ( 4形)
仁〉 V 仁コ :1:1:1:1:1:1:1 V.回転対称文字 ( 1形)
工」 日 L;寸(「;」 j3j4jlj2 VI. 右鍵型文字 ( 4形)
J VI JlrlLl寸l4 1 3 1 2 l1 VI.左鍵型文字 (4形)
F、 VlI Fl二五(明:lL 1 1:二弓lJJlrr VllI.非対称文字 ( 8形)
(表 2) 
以下に要点を説明する。先ず、これらは幾何学的図形として扱うのが適当であり、字形は
r---VllIの型に分類される。(利用の便宜のために、常識的な線に沿って命名した。)1 ，._ 8 
は [F]の例を見れば容易に分かる様に、回転・反転の操作を施した字形である。即ち、
本来の字形がlで、 2，3， 4は各々1800，90。左右回転した字形である。従って、例えば
く表1>の⑥で [M]が1なら[:E]は4、[工]が1なら[M]は3である.また、⑨では[h]が
1なら[叫]は2となる。これに対し、 5--8は全て反転である。最初の5は上下反転で、
①[NJl時 5[I-1Jと①[VJ1時 5[八](他に③も)が例である。次の6は左右反転で、
②[E]l時 6[ヨ]と④[R]l時 6[只](他に⑦も)がそうである。また、 7は右上り、
8は右下りの各々斜線に対する反転で、⑩[F]l時 7[..1J]が、⑮[ヒ]1時 8[万]が例で
ある。すると、文字毎にこの入字形 (1，._ 8)の相互の異同を調べること依って r....vmに
分類できるというのがく表2>の意昧である。こうして、 [E][ヨ][工]はし [V][八][M]
[Q] [ひ]はI，[1][一][H] [工]は皿， [N][J.1]はN，[0][口]はV，[し][l]はVI，
[i] [J]はVI，[範][RJ [只][しJ[JJ[h][刊J[ユJ[ヒJ[万J[lJJ[FJはVllIとなる。
ところで、この型分類をく表1>と突き合わせると、対の双方が殆ど同じ型に属している
ことに気付く。例外は⑥だけである。すると、始めに述パた同じ範鴎とか類似(具体的に
は、ここで言う型)は回転・反転でどう変化する(変化しない〉のか気になる。そこで、
次はそのことについて述べる。始めに、回転・反転による文字型の変化表く表3>を示す。
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型 工 rrIII IV、TVI.vnvm 
操作
l 工 rrIII IV、rVIVllvm 
2 工工工工IIIV、TVIVII'江E
3 j事1%ぷ工'i~三工nrvv浅沼~ØØlUvm
4 t迩!1mt:ntIm IV V 灘五汚総vm
5 工 II III IV V 芳滋;浅沼rvm
6 工 II III 工vv:~~蕊総vm
7 :玄11窓口!:III IV V VI VII VllI 
81 1主n廷IEt:=::mIV、f弐lIVII、江E
(表3)【5)
型:元字の型(1 ....澗)
操作:元字に施す操作 (1....8) 
(a). 
(b). 
<注>
1...四:く表2>の記号に同じ。
1""'8:く表2>とその説明中
の記号に同じ。
(c).滋は1""'8の操作によって型が
変ることを示す。
始めに、表の読み方を示す。例えば、く表l>a，⑤ (ll型[M]に4を施すと I型[芝]になり、
I型[L:]に 3を施すと E型[M]になる)は、く表3>では左端の中央やや上の警察;の部分に当っ
ている。即ち、型のEと操作の4を交差した所はIである。無論、 Iと3なら交差箇所は
Eである。また、く表1>の他の例は全て:議のない部分で交差するから、型は同一である。
(尚、[し](VI型)に 5を施すと [r](Vll型)になるのもこの表から分かる o ) 
次に、簡単な証明を付す.伊jにはI型文字を取り、操作は2と4の両場合を考える。
|型 |lj2j3j4;5j6;7;81|型 |lj2;3j4j5j6j7j8|
|I|1j2j3;4;1;2;4j3||I|1j2j3;4jlj2j4j3 I 
操作2"(1800 ~証) 操作4:1(90・肱:反時計固め
21 114 ! 3 ! 2 ! 1 I3 ! 4 
(1) ; (2); (3)i (4) ; (5)r (6) ; (7); (8)
(1) i (2)1 (3) i (4)i (1)i (2)'i (4)i (3)
(表4-1)
一般論では解り難い向きには、く表2>の文字 [8]
4! 3 ~ 1 ! 2 ~ :r-i 4 l 1 ! 2 
① j② j③ j④;⑤ i@!⑦ 1 (②
①;c?) ; (お ;@i② lCDl@Hお
(表4-2)
の一行を思い浮かべてもらってもよい。
左側から始める。これはく操作2>で、 Sを挟んで上から下に変る.即ち、字形はl崎 2.
2喝し 3・4，4時 3に加えて、(1型だから)5 (=1)時 2，6 (=2)"し 7(=4)時 3，
8 (=3)時 4と変る。無論、これは字形2を操作1.-..8で変形した字形と同じだから、字形
2 =(1)から始めて字形4=侶)まで番号を付け替える(下から二行自)ことは可能である.
だが、よく見ると最下行の様になっているから、回転後の字形も I型と判明する。
右側も手順は左側と全く同じだが、施す操作が2ではなく 4のため、字形4(=①)は
( 1裂でなく、く表2>の[A]と同じ) I型になる。これを64通り行なえばく表3>が得られる。
く表4>の各字形の誤りを具体的に点検する方法もあ一る{則。例えば、 (1"2旦 2時 1を
1 <=>2 と表せば)操作2による 1<=>2，3<=>4， 5<=>6， 7<=>8の関係の利用である。
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今度は、型の判別法について再度考えてみよう。無論、基本的にはく表2>の様にするわけ
だが、実際に実行するとなると問題がある。一つは 1.，8の適用の結果に間違いが無いの
かということであり、もう一つは労力を取り過ぎることである。要するに、簡単で正確な
方法の有無である。特に、馴染みの薄い形が多量に交じっている場合には尚更である問。
そこで、本論では次の二つの方法も併せて用いる。即ち、〈表3)の結果と次に述べるく表5>
く字形の合成と型に関する諸則〉の利用である。両者共、或る程度まで間違いを防ぐ機能を
兼ねているので、時には今紹介したばかりの点検方法の替りにもなる。無論、中には簡単
な字形や周知の字形に両方法を適用するより、直接く表2>の様にして確かめた方が安全な
場合もあるのは当然である。
そこで、今度はく字形の合成と型に関する諸則〉の話に移る。始めに、く表5>を示す。
Blvm 工
A 
、J
工E
工
E 
IV 、1I
VII 
vm 
II IV VI VII vm 
1工IV又lIVIIvm
II IVvmvmvm 
(表5)
<注>(8) 
(a).左上から右下の対角線に対し、
表は対称である。即ち、
l.AとBを交換しでも結果は同一。
2.型がA=Bなら、字形は同一。
(対角線上)
(b).合成により対称性は増加しない。
大←V時国時 I，IT，W/VI，VlI時四一〉小
ここで表の説明をしよう。先ず、この表は(注(司の様に)対角線に対して対称である。
それは、透明のフィルムに別々に書いて重ねると順序に関係なく同じ字形になることから
も解る。従って、表の半分近くは実際には要らない。次に、残りの部分の証明はやはり、
く表4)と同じ手法が解り易い。く I(C)+ I (T)>型崎潤型とくII(I )+W(Z;)型時N型
を例として採用する。(参考:く表2>)(後は、最大64通り同じことを繰り返せばよい。)
l : 2 : 3 : 4 : 5 : 6 : 7 : 8 
1~ 2 : 3 : 4 : 1 : 2 : 4 : 3 
1:2:3:4:2;11314 
合成S
1 ~ 2 ~ 33 ; 44; 12; 21; 43~ 34 
(1) l (2); (3) l (4)l (5)l (6)~ (7) ; (8) 
ι 上倒~Ie-~tl 1i l 剖;同
(表6-1) 
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l:2 : 3 : 4 : 5 : 6 : 7 : 8 
1:1 : 3 : 3 : 1 : 1 : 3 : 3 
1i 1 i 3 i 3 i 5i 5 ; 7 17 
合成S
① j ② j ③ j ④;⑤ j ⑥;⑦~@ 
キ;CDl仲 l@j本l@l件 1(⑤ 
(表6-2) 
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ところで、く表6>には注意を要する点が二つある。一つはく表6-1>の下欄の 1121211等
が図形として異なっていることで、字形例を見ればすぐ解る.いま一つは図形を重ねれば
何でもく表5>の結果になるとは限らないことだが、成立条件はそう明瞭ではない。当面は
実例を拾ってゆくことに専心する。
さて、どうやら「幾何学的な観点の導入jという準備も終わったので、実際の作業に入る
前に本章の内容を整理・確認しておこう.先ず、同じ範鴫(の字形)という概念を表現する
ものとしてく表2>で示した「字形の型」を取り上げる.ただ、 実際に多量の文字を直接的
な方法で正確に調ペるのには困難が付き績う.そこで、次の手順(1-+3)を採用する.即ち、
(表7)(由}
1.単純な字形や周知の字形は、直接決定する。
2.多くの字形は、1.の結果にく表3>とく表5>の闘係を適用して決定する。
3.上記の二つが役に立たないときは、改めて直接決定する。
三.諸字形の型の判別
始めに、具体的な作業計画について述ペる。先ず、対象は文字(=字形)の集合とする，
複数の文字集合について型の分布状況を調ペる。その結果に基づいて、文字の字形面での
特徴を探る。以上である。ただ、そうは言っても文字を持つ言語は多い。どこから始める
かが問題である。冒頭で述パた様に、同一文字圏内の諸語文では、主に弁別符号を用いて
派生文字を造る方法が採られる傾向がある上、全体の傾向を燭むことが先ずは本論の目的
だから、各文字圏を代表する「標準文字」を対象として、相互の型分布を対照することに
する。無論、標準文字にも〈く表5>が使える)弁別符号付きの文字が或る程度含まれている
ことは承知の上である。他に、扱う集合には文字数(20...60)という条件も付した。ラテン
文字と漢字の場合を考えれば見当が付く様に、比較の意味が薄れないためである。
次は「標準Jだが、その文字の影響下に文字圏が飛躍的に広がったといウ程度の意味に
止め、あまり神経質に考えないことにする。そのため、通常の習慣の知く、例えば英文の
辞書の見出しの26文字、現行ロシア文字、アラビア文の文字、現代朝鮮文文字等を使う。
(現代文に重点があるのには、資料が豊富で確実性が高いという事情もある0)その具体的
な詳細は、採用する字体(10)と共に一覧表の内容をもってこれに替える。当然、集合によ
っては文字数も採り方の違いに基づく極く少数の出入りはあり得る.尚、アクセント符号
や分音符号は非網羅的な一覧表く付表2>の方に回した派生文字と共に外す。こうすれば、
当面は重要でない、文字と符号の区別等の複雑な問題に巻き込まれることも避けられるq
最後に、片仮名の[ル]を[る]と[のれ]の何れと見倣すかにまで繋がってゆく「文字単位」
の取り方(11)については、く表8>の内容(と繍足説明)を見られたい.では、ラテン文字 (12)
の字形の型を調パることから作業を始める。始めに、結果の一覧をく表8>に示す。
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<文字型一覧表>
1.ラテン系文字(大文字)
A B C 0 E F G H I j K L M N 0 P Q R S T U V W X Y Z 
E IIIIVl 祖国国 WI~rrNV VlllVlllVlll NnnnnvnN
2.ラテン系文字(小文字)
a b c d e f g h j k I m n 0 P Q r s t u v w x Y z 
VmIVlllVlll四VlllwrrWVlmnrrVVllVllVllNVllrrnnv四 W
3.ロシア文字(大文字)
A 6 B r n E E ~ 3 ~内 K n M H 0 n P C T Yφx u 吋山
E Vl lwrrIVlrnINVl IVl rrmvrrVllIrrVl mVVllVlln 
Vm VDl Vl 1 1 羽田
4.ロシア文字(小文字)
|a 6 . . . ee ・
|VllVll VllVll 
5.ギリシャ大文字
合字:bl= bt I 
この四文字以外は全て大文字と同一
A B r a E Z H e I K八 MN 三 on P :L T TφX 'v n 
E 1 W r1 N rn rn rn 1 n r N N V rvll 1 n n r v.r n 
6.ギリシャ小文字
α 戸ヤ 5ε 乙1 8 1 K ス仲 ν~ 0πP <1 S τυ 中 λ 中 ω
l 1 r Vl 1 Vl Vl rn rn 1 vnrVl Vl Vl v rvl vl N Ilr r V rn 
7. リス文字(旧式:Frazer式)
A B C 0 E F G H I j K L M N 0 P R S T U V W X y Z 
rrII 1 IVl 羽田 rnW 1 ~ rN V vl vll N n r n rv rN 
v8 J 0 ヨゴ D
E 1111 Vl VJH 
8. リス文字(1日式:非Frazer式)
lr )i I 
1W I-vrl 画 i;l
」ム J'TτT'コ才プ十七千 C L C" r寸 l'r R S J :) C C; L 
Wrr Vl r r vl 1 vl vl V Vl VlI 1 Vl Vl W VIvl N VlI N Vl 1 1 VlI~ 
V 八 uy n u =c q 1 ) 0ぺ 76 -
E rrrrrrrrVlrn1 IrnVl VV1IV1IV1Imrn 
9.ハングル文字
「」巳己ロ目人 O ス天守 E 立さトド 4ヰムムl.T 寸了一 l
~ VI 1 N V r n V r r vl 1 rr 1 1 1 1 n r rrn rn 
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10.漢語注音字母
TII < 1 月白血P ? ??
?
?
?きP も一b C 1 nII 
1: t 
生ラ
冗 E 八 EメVU I，N 大E， YII 
カタカナ(五十音)11. 
トI
ラ '11 ルレ
-IN サシスセ yvnタチツテケコ IオVI力キN クエ皿ウアイ
ミN ムメVモヤユヨ IマニE
ンvn?ワロV
九 ~~ 1 Dvn J J 1 『羽コ 1lヲAロVl' nII )j .11 
12.ヘブライ文字
J .) vn j U"J- if J'.k 与とと~ J !1 
_j ~">:7 ~ ~ _.!，・ ~"";'.，$-j;. 叉 E
¥ I
.;) 之Nt，:)
OII 
~ 
?
，.J J .J ，. J. ?? ? ??
』 ~ .6 
14.ナーガリ一文字
!司(1)3ff (I)安全可京ち("'Q ~ 3ft 3tI苛可否可可否可宮司有司(1)7:芯E(l)!
す(lV)~可(f匂之官可可可 (N) 可(1)河耳可て事(n)可 (1) 司可事1!
苛苛顎
YII ぺ，.NJvn -1 .5 J 島
16.ゲルムキ一文字
e 
IlJ弓
17. チベット文字
「F勺己I
q 吋 ~III 吋
ピルマ文字
?
?
， 。?
???
?
?? ?
?
?
???
J' ~ 
ぞLttモt
15. グジャラーティ文字
|判例L~ D (3C3l~恒 4tSLULLuttututt 去豆、>t ~l 吐
Is ~巧L ぺ電.t E 1 主主ぺ"-i. キ0{叫.+tミ礼 乳'={I (:lI 更
U 7) I 
? ?
乏 OII，~弓さヨ司富司's~ 弓司司l.1J~司ヨ日削を3
ヨIミ百円a; 5日司VI:J r(J 
~n 竜ヨ
志E75EE I ち写
q烈ラtJ'I'.tTII.p
百H 苅ヨヨ
18. 
σ)ll ;>. 0 IU) C 1 やGII 。1;0 G' ~ 2?~. g ~ v∞E∞∞I 3 1 
ωII qωN Ov :D∞~:f.) ゴ〉 ωE。Eo I (9 
*10--18 :無印はV1I型
フェ三キア文字19. 
I 
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V ViVllVlI V V VIl I V1I vi N I 
オムヨ γ工闘(D2¥V乙
??
E E VI 咽
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20.ルーン文字
l f ハト~~< XPNi-1らJ仁r5 i ~け門 I <> ~ヌ
Vm VI 1 VI VI 1 V VI N N皿 NN1 I N I 1 I I Vl V I I 
21.キプロス文字
米米次近ヤ↑';;"0.ハ xV f'lI今差万ト土小 Fli 干 11iシ):.)=(1 
m1 I I I I四四 I I VI四四 H四 1 I I四四 I m VIl!VI 1 II 
五凶 U 矢 O芝立小ぷ又みれ 8 ~ + f，;'¥ ).(ヱ X ナ大刀キ 5~ 5 I 
E 1I I I V VI I I四 H 四 N I Vl V I I m I四四 NIIINIIV1Il
22.オルホン・トルコ文字
J r > r<占交》メ)，( (パ 1jγ 〉ボ刊 γ~ I <)h Dう↓日
;NV1I IVIIIVl IIIVIIWVllVllV1lIIIINVl IV1IIIIIIV1l IV1I IV1I 
l<J 't人~ ~ ~ 1γ ヴ門}り，[><31
!1 I I 1 1 V1IV1I I N I 1 I m I 
23.古代ペルシャ文字
ifrri斤「併 Tc:<刊T<1トF 伝
lTc釘仔糾』ベ(1リ)1い〈←-斗T:=再 E引1ベ吋叫<(れiリ)咋吋Tr性ET戸斗1京 日 <3 (IωIリ)川1:無印は咽型
24. ウガリット文字
V(1 )江川)V (IT) 民主三(1)~r (IT)~4.~4_ Tf(l)長(1)のm(ll)叶ザル(1)
区(1)r (l) T (l)と(1)打(u)k( I)~I) す叶ト(1)岸田椴(ll)1:無印は咽型
(表8-1)(13)
* 12....13， 14....18 :両者共に所謂「母音符号」は含めていない。
*19.-..-24 :異体字が多いため、中の一つを選んで採用した。参考の範囲に止まる。
1.j-L，M-W，N-Z，C-U， 2.d-Q，d-b，b-p，Q-p，t-t，乙-u，c-n，b-Q，
d-p，u-n， 3.P-b，E-出， M-3，n-c， E-3. 4. P-b， M-3， n-c. 5.N-Z. 
M-I:， 6.ε ωー， 7.& 8.多量 9.トイー ムー Tの 6(=4C2)対，ドー ヰー ムLー 甘の 6対，
「ー L，ー -¥， 10. n -c.-LIの 3(=3C1)対，1'-" 事-t，r一、， 11.シー ツ，ソー ン，二一'1，
フー レ，マー ム，ラー IlJ， 12. n-コ.jJ-n. 13.無し 14.無し 15. 8 -(3， ~ -与， 16. 弓-~守
17.F -勺， Eーヨ， 18.の-ω，Qーゅ，o-c-uの 3(=3Cl)対， G -Q)，ゴ)-~， 19.1ー ム
中-e.1， 20.5-1， 21.米一与丸山-$ ，J( -)J， 2. Y一人tD -<J，卜1-jの 3(=3C1)対，
b-5.パベ-hの 3対， 23.無し 24.N---y， T -1>-， l-~汽ヒ刊， Y -~ iYーヒ，
(表8-2) (14】
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<補>
326: 2 b， r札J，E:I E+ll， 3*lW，何本1N.内:3 J.1. K 1. M 1 • Y 2.φ:VO+ 1 m， U:llU+百，
叫*2h，凶本1E，出:I凶+百，b:2 b， b 2，ω:VO+I，只札R， 建議6:VO+冒， e :2e，他は3.参照
5#八本1V，L*lM，T1Y，(r，n，φ3)， O.主Is1B，~:VO+百， ε*4 3， 8 5 e， ， 1 1 ，K 1 K， 
λキ2y，μ*2h.ν11レ.p 2 p， 6 4 6 ，S 25. T 1 T， u 2 u ，中4φ.x2x，や5'1'.ω*33. 
7i標準文字外の15文字 *1A， B， C. D， E. F ， G. J ， K， L， P. R， T ， U， V (1800 回転)
si.J *3 r，ム・札T，コ 11，t 2 t ， C *11コ，τ":rキ11ユ， r3r，寸札L"r ，*1N， J *1 C ， P :1C +民
八*lV，n*lU，C*lU.q:VO+l，1I本8=，l *87，η*8 ¥.)， 63，滋-'*1L ，L.1 L， C*11コ，
己*lS，ロ11口， 01，弓11ヲl*lF，E1E，き:VO+ll， 主設会全ょ10.，， n *11コ， cキ11コ，刀:刀
(表l⑩)， :-:11ム， }8 J，万:11力，ちち(平)， 411ム，虫:II ム +wll ， ~:ml+百，日:V口+-m，
4 *2h， <く(平)， T1T， :(10)1く+くしY1Y，}f:1U，スヘ(平)， ~:10ム.又 11 ヌ，う *lN ，
9:Wう叫，え大(漢)， L11レ，-tf:せ(平)， U 11コ，メ1X/11メ，冗67t，凡11ハ，l.Zl¥:ユホ2h，
丸6ス，寸:l一+い， i1:百，+1 1，1 *11イ，nホ11コ，、 12'(縮小)，コ11コ，(1， 1 121拡大)，
ロ11ロ， ] 8コJ本1F，日本1G，勺キ10下，::iキ11ス1*と(平)，r 1r I札y，l'll?，寸*1し刈3凶，
n本8?， Jh3!:.，-:"，山，、こJ，心:l，-，+l;乙1z1て(平)， (.:N乙+1，と:W乙+l，，:)本11レ， "~13又(拡)，
ノ:百 J+IT ，~，J'，J.;， と :13J， VO ，ム，乙;~，Jj :13 ，(=彊);~: J '4+ぺ，J，8J/*し(平)，
。5Ll(縮小)，話:IT 0 +IT，ベ，.:;， j， )，ィ:13.J(=理);'-，7:13;-(=冒): _!，.♂， ;， "と :13-'( =冒)等
A :H...+H，j-13 ;(拡大)， .J，忌:13 ， (=置);J.1 L，キ1Z， ~ *lR， 主え(-II，"'T""I，寸V1Il)+口
く各字形〉→判定法は次の(1)乃至(2): (1)I (ー， ..)+(~V ， m， n噌 II/n(ー，""i)+倒他型時咽，
(2)vm寸+1 --Vs[時四;'G10τ，可3JI，(口のみの場合:slS，cl2h.叫3吋，市*15き， ca20ト)，
lS.ぶく字形):(1) 1 1 +口:→同 II+V，m，1時1/倒11+他型時四， (2)その他;ぺ*2h， S 6ε， 
刊*3叫， ~，ふ本8?; '=t *20れ 護隊;く字形):(1)-I +ロ:14参照 (2) 1 1 +口:15参照 (3)寸羽:
(~寸+V ， VI崎羽/倒寸+他型時四 (4)その他;1=14耳.有14苛，芝142:，否14吉， 3140，司14可，
'614 G， l-I15河，司 2a， エ去にキ11コ，志14<5， elE，ち6η，司16羽， Q11ロ， ~:H 苔+置，孟:næ+百，
(:Ie+冒，富 :17司，ヨ*lE，弐11エ，-.-9.，.t 6 lJ，<1 *5Ll(縮小)，【 9ー， l.~U::~ ， ω キの(平); 
CIC， n，υ*lC;ω6ω，ω1 S ， 0 10 ， îS.l~ K 1 K. 9 13 " 1 * 11レ，ム5Ll.Y1Y，工*lH.
ED:VO++V，2:1 3+H，~キ11 フ，コ牢1C. ヂ 1P ， 4*1 P，¥NIW， XIX， 秘義I¥*11フ， ~ 1 F， 
r¥ 1 R， < 10く，X1， ~ 1 P，ネ11r， J 8 J ， i 5'1' . N 1 N，↑21↑， ~ 1 B ， M 1， I *11レ， <> 1 0， 
21ゑ本:V X+ I m，羊:Hー+~H(=*10(()，↑ 20. ¥) 6ν，トSト，土 :lー +↓H=ホ20，F 1 F ， X: V X + _H 
M:VM+_H，ω*33，美:V X +-m， Z : N Z +H，又13又，¥;¥*20S， 8キ18∞， ~:llー+L VI，工*1H，
H:W $ + J IV， 5 20 5， ~*10<< ， 513>， 2Zr.i:.t うす ， t 20， > *10 < ， d *4 6 ，父 20~，け *2h ，
，) : 1 j + ).1 (22)， ~キ1F， ~ ， 1 *20 t， ) 19 )，y 3斗，γ211'， h2h・t1D. '13.9 ，↓ *20↑， 
R:2h，<1*5Ll，入札Y，い21'"，門1，5 *1川bd2OM， 234jrh24点、滋年23TH..，戸23jET，
<小図形>1:回，ロL 口・~II :白，白，Q，白，口，白，凸/VI:oYW:ロィ/VJI[:白，白.CJ，白，O
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凡例:<表8>及<補>
(1). く表8-2>は皆同じ文字集合内での対で、互いにく表2>の回転・反転関係(1'"'-'8)にある。
(ラテン文字以外は)単に可能性を書き出したものである。
以下はく表8-1>とそのく補〉説明に関することである。
(2). 3. K lK' :ロシア大文字(3)中のKはラテン大文字(1)中の字形(滋)と同じと見倣す。
(1¥])は時に省く。尚、 (3.A1の)Aの様に関係が明瞭な場合は記載自体も省略する。
また、(平)は平仮名を、(漠)は漢字を表す。
(3). 3.5:2b:立中の互は2中の咽型主を複雑にした形だが、く表5>の(b)より羽型である。
(4). 3ニ盟主旦:立中の旦はl中のEとく表2>の1...8の関係にあり、型はく表3>から得られる。
尚、く表8-2>と重複する対の提示は(リス文字:7. /8.を除き)基本的には避けた。
(5). i.主主_;_(1) V生Ifi(l): ]中のφはOとIを合成(+}した図形で、く表5>でv+m.rnと判る。
尚、(1)はOやIが文字集合(1)にあることを示すが、頻出する字形については省く。
L主旦ょiEki中の主はEに(弁別点等の)小図形を付したもので、三塁芝より I+U..VlI。
尚、小図形の型は<補>中の末尾に例がある。
(6).挙げた説明は単なる一例で、 9. / の様に(2)...(5)の説明が複数できる字形もある。
(7). これ以外はく表7>のく注9>の如くである。また、異体字にはあまり立ち入らなかった。
結論に行く前に、本章の諸表に関して付け加えるパきことがある。 6.では、 [tg]等での
f下書きのイオタ」を([きゃ]の)[ゃ]の類と見倣した。 11では、濁音や半濁音用の文字は、
(弁別点。， e は共にVI型な上、 V，VI型の文字は無いので、[ヴ]を入れて)26文字全て
咽型である。尚、ヰIヱ vnr一回である。 15.の採用理由は14.での異常なV1I型の多さと
字形上の特殊な関係(横線ーの有無)から生ずる14.の代替効果である。従って、く表8-1>
14.の()内の型(横線ーが無い場合)分布も15.に近いく付表1>し、字形の相応関係もく補〉
から省いた。尚、複子音文字はこの文字集合から外したが、殆ど全てVlII型である。点検法
はく表8>のく補〉の14.15.16.に簡略に記されている方法が実用的である。 23.24.も模形文字
の性質を利用した方法が(それぞれの程度で)実用的だが詳細は省く。
四.結論
冒頭で挙げた類の問題に端を発して、字形の幾何学的な取り扱いについて考えてきた。
く表2>は視力検査に使う図とも酷似しているから、文字の認識方法とも充分関係がある。
(文字数や字体にも条件は付けたが、)この「文字の型jを実際の文字集合に適用した結果が
く表8>の諸表とく付表1>である。この統計値(%)からどんなことが言えるのであろうか。
以下はその考察と所見である。尚、く表5>の不成立の条件は紙数の関係で今回は割愛する。
ただ、く表8>のく補〉はこのことにも留意して作成しである。
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さて、先ず気が付くのは総じて数値が揃っていることである。個々の物理的字形が非常
に異なっているから尚更の感がある。特に、左右対称(II+田+V)と上下対称(II+田+V)の
字形の割合とrIIやIが多く、羽やvnが殆ど無いJという分布状況はそうである。従って、
この字形の型というやや抽象的な観方は基本的には適切であると見ていい。実際、く表8-2>
の文字対には単純な回転・反転以外に違いを示す細かい工夫がなされていることが多い。
暦に例えれば、某月某日の他に、元旦からの通し日数(モード7:週七日/モード6:六曜)
を使う様なもので、個々の字形の他に(あまり意識的ではないが)字形を入つに分類して
認識していると言ったところであろうか。この観方に立っと、 19.以下の集合で異体字に
過度に神経質になる必要がなくなる。異体字の多くが同じ型に属するからである。
集合はまた、四種類程に分れる.く補〉では、 23.と14.15.16.と下段と上段である。本表
のVIllの値もこれに符合する。この内、 23.は模形文李の書法のせいである。 24.はEがある
上に、分布も上段の集団に近く中間形態である。 14.--16.の値は理解に苦しむが、これは
母音符号を独立の文字と実際には見倣しているためである。事情は他のブラフミ一系文字
でも大同小異で、200字以上と公称するタミール文字に倣うべきであろう。(中には18.の様
な高い値もあるが、字形の構成要素が円のせいで上限値に近い。実際、 17.や11.は両者の
中間である。)そこには、字形上は。， e がこの母音符号と同じで、字数も70程ある現行
の仮名も入る可能性がある.
次に、 10.11.の値の低さは遥かに文字数が多く、複雑な字形の一部を借用改変したため
のように恩われる。 12.も現象面ではこれに似ている。即ち、文字数の割りに字形聞の区別
が細か過ぎる。一方、 13.は流線型の字体で、 vmが多い。独立形だけに限っても2.の値に
近くなる程度で、大幅な改善はない。しかも、この2.自体が上段組では例外的な低い値を
取っている。曲線的要素を随所に残す書体のためであろう。こうして見ると、型分類はや
はり直線状字体に向いている。
さて、以上より字数が20---60の直線的な字形は同じ様な型分布を取ることが分かった。
理由としては認識方法や書写方向などが考えられる。例えば、 VとEが多くないのは共に
IとEの兼用で対称度が高過ぎるため、字形自体が少ないせいであろう。次に、左右対称
は上下対称より何れの場合も幾分ずつ高い。人間の認識方法に関係しよう。 vmには二種類
あって、一部はNと共に書写方向の指示をしている可能性がある。だが、多くは単に字形
が複雑なだけだから、一般にvmが少ない方が洗練された文字と言える.最後は、羽とvn、
IとEである。例えば、左右反転で型が変わるのはVIとvnの相互交換だけだが、この型の
文字は殆どない。(事情は上下反転でも同じ。)一方、現実の文は横書きの縦改行か縦書
きの横改行である。共に縦横を使うから、いずれにしても幾許かの型の変化が伴う。両型
が極端に少ないことと某かの関係はありそうである。 IとEは90・回転(や斜め反転)で型
が交換するが、例は多いから現実にはあまり心配が無いのだろう。以上で終わる。
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く1-1>.型分布
<付表1>文字集合別の型分布表
E 回 N V VI VI YI |;|; H 田 N V 羽 刊7 6 4 1 2 12 6 4 1 
21 18 12 3 6 3 36 
1....刊:96% 6.ギリシャ小文字:25文字， 1 '"'VI : 64% 
VI VI VII |;!; E 皿 N V VI 4 9 4 3 2 一 7 2 1 2-
l7 38 ]7 l3 8 4 4 
7.リス文字(Frazer): 40文字， 1 '"-'VI : 80% 
型It H 田 N V 羽 VI VI 型 E 皿 N V VI 
2 2 3 2 2 8 数 6 8 4 2 2 2 
一ト一一
5 I 20 Z 14 19 9 5 5 5 
10.漢語注音字母:38文字， 1.... VI : 39% 
E 国 N V VI VI VI 型. H 田 N V VI VI 
6 10 2 l 2 2 数 3 8 2 l 
8 4 8 8 4 Z 8 21 5 3 3 
I""'-'VII:33% 
E 国 N V VI VI VII 型 E E N V VI VI 
4 3 2 3 2 l 2 29 数 2 2 一 l 1 2 
9 7 4 7 4 2 4 63 Z 7 7 4 4 7 
ピア文字:59文字， 1 '"'"'VI : 27% 14.ナーガリ一文字:47文字， 1 
H E N V VI 
1 10 1 2 
2 3 
ヤラート文字:49文字， 1 '"'-'刊:12% 16.グルムキー
H 田 W V VI VI 四 型 E 国 N V VI VI 
4 43 数 3 
8 2 2 88 Z 9 
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VI VI 
1 1 
?????
?
?
?「??
?
? ???
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I n m N V VI vn 
35 2 1 3 - -
14 23 9 5 14 一一
21.キプロス文字:55文字， 1 ...VI : 71% 
型 I1 n m N V V1 vn I ~ 
422 7 3 2 -
740 13 5 4 - 2 I29 
23.古代ペルシャ文字:36文字， I.......W:17%
・ー‘ I n m N V VI VI I VJnI 
6- -
17 
文字集合名
I+囚+V(%) 
H+田+V (%) 
文字集合名
I+田+V (%) 
I+皿+V(%) 
18.ピルマ文字:33文字， 1 ..VI : 42% 
型I1 n m N V 羽刊』
81 1 1一一 119
2433 3 一一 158
20.ルーン文字:24文字.1 ..VI : 75% 
I W 11 n m N V VI VII 
45 2 5 2 - -
17 21 8 21 8 L-ー 125
22.オルホン文字:40文字， 1 ...VI : 67% 
国 N V 羽 W 
3 3 1 
一8 
ト文字:3 
E 国 N V 羽 VI 
9 9 
30 30 
<付表2>派生文字一覧表
VJn-f) ，り.n，. h • f. R.古.r' .干.)1¥.詰，a，k，k，k，k，g，H，H，H，Y，G，y，y，?9
ÿ， y，~.~.可，埼，苛， bt ，~， ä ，(キリール) u，包，J，d，乙さ， J ，~，Jt，φ， i ， j ， 
↑ぶ?j，J，j，j，3，与，4，}，と，S，ぜ，(アラビア)，寺，q;~有，~克明可布，3札1f，
可，可:~.有. 1;1.対・:01.百，忍，ぞ，区 .r ， ~.r.(インド系)，w ，凶 ，"iJ.，'fI.， 立.9.~. .F1. 
II- 平，泳，~， 3 ， ë ， Y ， T ，(キリール)， '-:t，ゃ，~， (アラビア)
Iーヨ，(ヘブライ)，m-e.(キリー ル)
く注〉
1.キリール文字ではラテン文字と重なる形は外し、アラビア文字は主に独立形に止めた。
2.チベ、ソト文字の号やウ川ゥ一文字の〆は[きや]の類(二文字分)と見倣して外した。
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(注)
1)例えば、[し]は横線の方が幾らか短いという様な細かいことはここでは無視している。
本論での「用語」や背景となる考え方が必要な際は拙論二編(1991a/1992)を見られたい。
対象は総じて(絵的図形を除く)直線状字体であるが、「型分類」の理論的な根拠く前者〉
や実際の「型の判別法j く後者の後半〉が、ラテン系文字の例と伴に示しである。
2)文字対も⑦以降については幾らか抵抗があることも承知している。要するに、この問題
は次の文字対を同じ字形と見倣すか否かと同じである。即ち、
[EJ (ラテン)-[EJ(チベット) [江J(キリール)-[可](ナーガリー)
[てJ(平仮名)一[乙J(アラビア)
3)ハングル[ユJ(=[寸+[ー])は、文字単位という別の要素が絡むので、ここでは外した。
4)既述のリス文字には四字形が揃っているが、この文は広汎に使用されたわけではない。
5)拙論(1992)でラテン文字の例に関連して、結果だけを手短かに述ペたことがある。
6)これとは別に、拙論(1991a)で示した合成変換(例:2*3=4，2*5=6等)一覧表
を利用する証明方法があるが、論の性質を考慮してここでは割愛する。尚、この検字法
(具体的な意味はく表2>より明らかと思うが)も同じ一覧表から導かれる。無論、他にも
検字法はある。例えば、次の四つもそうである。
操作5で、 1~5， 2~6， 3~8 ， 4~7 操作6で、 1~6. 2~5， 3~7. 4~8 
操作 7 で、 1~7. 2~8， 3~5. 4~6 操作 8 で、 1~8. 2~7. 3~6 ， 4~5 
尚、操作の3と4はこの限りではない。二回繰り返しても元に戻らないせいである。
7)僅か二、三十だけでも試せば分かる様に、く表2>の方法だけでは実際上は無理である。
8)拙論(1992)では同じ表を[B=弁別点]の場合に示した。これはその拡張に当る。
(b)の対称性の系列やそれに基づく表中のA(B)の並び等も全て同じである。
9) 1.の周知の字形とは、具体的には、カタカナや(拙論の(1991a)や(1992)で示した)ラテン
系文字の結果を指す。 2.の場合もく表2>の方法による確認を取った。 3.ではく表2>の様な
一覧表のは提示は割愛した。尚、く表5>が成立しない条件を検討する際の資料になる。
10) (注1)にある様に、基本的には直線化した字形を使っている。個別の字形はく表8>等を
見られたい。基本的には拙論(1991a)に照らしてある。尚、型の判別は非直線状字形にも
適用でき、一部の(印刷用)円状字体(例:ビルマ)では分類自体の有効性も確認できる。
11)文字単位の採り方や数え方については、拙論(1991b)の中にある記載と同じである.
12)ラテン文字(大文字と小文字共に)については、拙論(1991a)にある結果を流用する。
13)平仮名(46文字): 1 -く，に， (け，り): n-ひ:IIlーい，こ:咽ー残り全部 89%(85%)
14)平仮名(46文字): (皿)いー こ(Il)， (VIIl)し一つ(VIIl):くーへ，は可能性に止まる。
15)個別語文の文字文献はく表8:文字型一覧表〉等で直接に字形を引用したものに止めた。
尚、ラテン文字やカタカナ等の周知の字形に関するものなどは一覧表から外した。
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